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論文審査結果の要旨 
 
本学位論文は，スーパーのキャリア発達理論を本邦の看護師を対象に演繹的に検証し
た研究である．本研究は看護師のキャリア発達を高めるための教育的介入に関する基礎
資料を得ることをねらいとし，人口学的特性，個人特性としての職業的アイデンティテ
ィおよび職業経験の質と職業キャリア発達の関連性を明らかにすることを目的に 1)職
業キャリア成熟尺度，職業アイデンティティ尺度，職業経験の質評価尺度に関する構成
概念妥当性および信頼性の検討を行うこと，また，2)人口学的特性，個人特性としての
職業的アイデンティティおよび職業経験の質と職業キャリア発達の因果関係を明らか
にすることを課題とした． 
まず，第一の課題では坂柳(1999)の開発した職業キャリア成熟尺度を看護師用に修正
し，モデルをデータに適合した結果，概念的一次元性を備えた，15 項目で構成される
看護師用の「職業キャリア成熟尺度」を作成した．落合による「職業的アイデンティテ
ィ尺度(2002)」の確認的因子分析を行った結果，モデルはデータに適合し，数量的一次
元性も支持された．そして，鈴木による「職業経験の質評価尺度(2004)」の確認的因子
分析の結果についてもモデルはデータに適合し，信頼性によって数量的一次元性が支持
された． 
第二の課題では，スーパー（1957）のキャリア発達理論を検証するために我が国の看
護師を対象とした調査において，「職業キャリア成熟」を従属変数とし，その一次要因
を個人特性，二次要因を人口学的特性とする因果関係モデルを仮定し，構造方程式モデ
リングを用いてモデルのデータに対する適合性を検討した．その結果，モデルはデータ
に適合し，スーパーのキャリア発達理論が看護師のキャリア発達においても，初めて統
計学的に支持される知見を得，看護師の職業キャリア発達は個人特性としての職業的ア
イデンティティおよび職業経験の質の影響を受けることが実証された．特に，職業的ア
イデンティティが職業キャリア発達に強く影響していることが明らかになった． 
これらのことから，看護師のキャリア発達には職業的アイデンティティの形成に着目
する必要性があり，看護師教育において，職業キャリア発達を企図する介入には看護師
の職業経験の質を高めつつ，看護観を高めることが有効に機能することが示唆された． 
以上の結果より，学術上，実際上ともに看護学分野の発展に，寄与するところが少なく
ない。よって，本論文は博士（看護学）の学位論文として価値あるものと認める。 
